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未来のキッチン

　最近我が家に新しい調理器具がやってきました．米

国 All-Clad 社 の PREP & COOK, COOKING FOOD 

PROCESSOR という器具です．All-Clad 社はフライパ

ンやお鍋などの調理器具を作っている会社ですが，最

近，食材のカットから調理までを全自動で行う機械を

発 売 し ま し た． ス ー プ や パ ン だ け で な く， カ レ ー や

お 魚 の 蒸 し 料 理 ま で， 食 材 を 入 れ て， ボ タ ン を 押 せ

ば，すべて自動で調理してくれるというのです．また

Wi-Fi にもつながっているため，遠隔からの操作も可

能で，家に帰るころには温かいお料理ができていると

いうことも可能なのです．それぞれのレシピに合わせ

て，最適な食材のカットもしてくれるため，時短でお

料理ができます．

　ここ数年，キッチンで使える IoT デバイスが急増し

たように思います．

　 た と え ば，2014 年 に 発 売 さ れ た 低 温 調 理 機 器 の

ANOVA．Wi-Fi を搭載しスマートフォンのアプリとの

連携もでき，その簡便さから一般家庭に低温調理ブー

ムをもたらしたとされています．スマートフォンのア

プリを調理器と連動させて，スタートボタンを押すだ

けで，温度，時間設定する必要なく，指定したレシピ

の調理が開始されます．調理が終了するとアプリと本

体ともに音でお知らせしてくれます．インタフェース

もよくできていて，使いやすいために，我が家でも夫

が週末には ANOVA を使って，ローストビーフを作っ

てくれたりしています．

　 さ ま ざ ま な IoT キ ッ チ ン デ バ イ ス の 誕 生 に は，

Kickstarter などをはじめ，クリエイティブなプロジェ

クトに向けてクラウドファンディングによる資金調達

を行う手段が提供されているのも 1 つの要因なのでは

ないかと思います．

　以前だったら研究や試作の段階で世には出せなかっ

たものが，クラウドファンディングという手段によっ

て，新しい製品やサービスを提供できます．

　パンに自分の書いたイラストやお天気をトーストし

て く れ る ト ー ス タ ー「Toasteroid」， フ ラ イ パ ン 自 体

に温度センサがついて，適切な温度をモニタリングし，

食材やレシピによって適切なタイミングなどを教えて

くれるフライパン「Pantell igent」なども Kickstarter

で話題になり，製品化されました．　

　現在販売されていないものや，トラブルになってい

るプロジェクトも多々あるようですが，キッチンデバ

イスの IoT 化はますます進んでいくことでしょう．

　料理が苦手な筆者としては，献立決めから，調理ま

でを全自動で行ってくれる冷蔵庫の登場に期待したい

と思います．
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